
“第２８回 四国理科教育研究大会”を終えて

いよいよ“師走”になりました。先月 22 日には，四国理科教育研究大会(香川大会)が本校

で開かれました。中国・四国地区から多くの先生が集い，指導法について熱心な討議が行われ

ました。この３か年の研究は“子どもを元気にする”取組でした。学校教育の全領域で，子ど

もが自分の力を十分に発揮して活動（教え合い 支え合う）をすることが中心になっています。

昔から，「聞いて覚えたものはすぐに忘れる」(短期記憶)が，「自ら体験して得た知識や技

能は繰り返し使える」(長期記憶)と言われています。理科学習では，観察や実験などの実体験

を多く取り入れ，その結果を友達に説明する活動を行っています。これが“友達と学び合う

学習”です。友達と学び合う学習を進めるにあたり，下のような視点で工夫をしてきました。

参会の先生からは，「子どもたちが意欲的に学んでいる」「学び合ったことをノートにたく

さん記録している」「目が輝き，集中して取り組んでいる」などの意見が寄せられました。し

かし，６月のアンケートでは，話すことに苦手意識をもつ子どもの実態が読み取れました。

今回の実践を通して，子どもたちに学び合うことの楽しさや，友達に説明したり，質問した

りして学びを深めて自信につながればと願っているところです。授業参観したところでは，多

くの子どもたちが活発に話し合っている（学びを楽しむ）様子が見受けられています。また，

活動に集中して取り組むことで，内容の理解や定着に効果があったものと考えています。

“子どもたちが集中力を高め， 学び合うことで学習が深まります”

調 査 項 目（抜粋） ３年 ４年 ５年 ６年

① 友達がいるので学校に来るのが楽しい 93％ 93％ 90％ 95％

② 先生と一緒に勉強するとよくわかる 93 95 83 80

③ 友達と協力して，学習や活動に取り組める 88 90 80 80

④ 友達と学び合うと新しいことが分かる 90 95 83 80

⑤ 友達と学び合うと考えが深まる 85 90 80 80

⑥ 違う考えの友達の意見も気持ちよく聞ける 88 90 83 78

⑦ 自分の考えをみんなの前で話せる 75 78 63 65
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学びの必要感を創る

・課題別に学習グループをつくる

・友達から結果や情報を集める

・共通の観点で話し合う 
（説明する 聞く 質問する）

よさや得意を生かす

学びを実感する

・結果や方法を理解し納得する

・友達がいて学びが楽しい

・結果が分かりやすくなる

（数値になる シールが増す）

自分に自信ができる

学びに挑戦する

・友達がつくった問題をとく

・相手や問題を自ら選択できる

・知らず知らずに知識が増える

（解説を聞く 納得する）

力を十分に発揮する
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